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母子の健康月間

ウクライナ・トンガ王国を支援しよう !

　4 月は「母子の健康」がロータリー月間テーマと
してあげられています。ロータリーは母子の健康を
改善し、5 歳未満の幼児の死亡率を減らすための活
動と研修を支援し、具体的には医療サービスへのア
クセスの改善および拡充、医療機器の提供、および
医療従事者の研修によって医療システムを強化する
ものです。しかし、現時点で最も危惧される「母子
の健康」は、1 月 15 日トンガ王国の海底火山噴火
による災害と 2 月 24 日始まったロシアのウクライ
ナ侵攻における産科病院等を含む施設が爆撃によっ
て破壊され、母子が危機的状態に陥っていることが
挙げられます。
　トンガ王国では多くの犠牲者と甚大な地域経済の
損失が発生し、子供や母親のおかれた詳しい状況の
報道は余りありませんが、母子が厳しい状況の中に
おかれていることは容易に推測されます。既にクラ
ブの皆様には金銭的支援をお願いしていますが、王
国の回復には相当な費用と時間がかかるものと考え
ます。東日本大震災を経験している我が国としては、
現地の悲惨な状況は推察できるとともに、その時世
界中から受けた支援に応えるためにも、支援して参
りましょう。
　またウクライナにおける連日報道されているよう
な悲惨な状況を一刻も早く改善するべく、支援の輪
を広げていかなければならないものと考えます。尊
い命を親から子へ、子から孫へとつないで、人類は
存続してきました。母子の健康が危ぶまれるような
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富里ロータリークラブによる献血事業

社会情勢は人類の知恵によって改善しなければなり
ません。ウクライナ危機が続く 2022 年の 4 月は例
年とは「健康」に関して受け取る感覚が以前とは異
なり、ロータリーの目指す究極のテーマである「世
界平和」を通して、月間テーマの重要性が私達の胸
に迫ってきます。
　今回のロシアによるウクライナ侵攻については余
りに政治的な考え方や歴史認識の違いがあり、ここ
でガバナーとしての私見を書くことは適切でないと
考え、敢えて記載しませんがトンガ王国海底火山噴
火も含めて、ロータリアンとして明白に言えること
があります。

　それは “「他の人を思いやり、他の人を助ける」
というロータリーの奉仕の基本に則って危機的状況
に陥っているウクライナおよびトンガ王国にできう
る最大限の支援の手を差し伸べる。“ です。

　地区としてはロータリー財団などを通じて金銭的
支援を行い、またガバナー主導の下、地区内のいく
つかのエリアで「ウクライナ “ 人道支援 ” 活動」を
企画実施するとともにトンガ王国への金銭的支援を
実践します。もしかしたら 6 月では終わらないか
もしれません。しかし同じ地球に暮らす人間として
ロータリアンとして出来る事からチャレンジをして
いきたいと思います。これは完全に手作りで趣旨に
賛同頂ける方々のご協力を受けながら実施して参り
ます。
　具体的な企画が出来ましたら ACTION へと動き
ます。
　各クラブの皆さんもご協力頂ける方は是非とも応
援を宜しくお願い致します。
　各クラブにおかれましてはウクライナに向け “ 人
道支援 ” に手を差し向けてください。

LOVE　OTHER　SPIRITS の精神で !

1



「ロータリー学友と繋がるセミナー」報告
青少年奉仕・地区学友委員会　委員長　井上 大輔（習志野中央 RC）
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青少年奉仕活動に関心を！
青少年奉仕統括委員会　統括委員長　嘉規　洋

来月の月間テーマは『青少年奉仕月間』です
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　地区の青少年奉仕活動に関わる委員会は、イン
ターアクト委員会、ローターアクト委員会、青少年
交換委員会、RYLA 委員会、青少年奉仕・地区学友
委員会があります。最近では、青少年奉仕活動にお
いて、参加青少年数が減少傾向にあります。その原
因は、青少年奉仕活動に関心が薄いクラブが増えて
きているからではないでしょうか。インターアクト
クラブやローターアクトクラブを提唱しているロー
タリークラブ、青少年交換を積極的に行っているク
ラブ、RYLA セミナーに青少年を推薦して頂けるク
ラブ、は活動内容や現状をよく理解していると思っ
ています。しかし、関わりを持たないクラブは、直
接活動に触れ合う機会が無いために、どのような活
動をしているか分からないまま何年もその状態が継
続しています。
　このような状態を少しでも打破するために、３月

５日にオンラインで「ロータリー学友と繋がるセミ
ナー」を青少年奉仕・学友委員会が開催しました。
ロータリー青少年奉仕プログラムに参加したロー
ターアクト、青少年交換留学生に加え、ロータリー
財団奨学生、米山奨学生にスピーチをして頂きまし
た。ほとんどの方が、自身の成長とロータリーへの
感謝の気持ちを話してくれました。改めて私たちは、
青少奉仕活動の大切さ、素晴らしさをよく理解する
ことができました。
　今年度これからのプログラムは、ローターアクト
クラブ年次大会（5 月 21 日）と RYLA セミナー（6
月 25 日）があります。今まで関わりが無かった方
や入会後間もない方などにも、この機会にプログラ
ムに参加して頂くことで、多くの方に青少年奉仕活
動の現状を理解し、青少年奉仕活動に多くの青少年
を推薦・派遣して頂ければ幸いです。

　3 月 5 日に当地区ではおそらく初めての試みとなる青
少年奉仕統括委員会、米山記念奨学委員会、ロー
タリー財団　奨学生・学友委員会による合同セミナー

「ロータリー学友と繋がるセミナー」を開催いたしまし
た。まん延防止措置の期間でもあり、セミナーの周知
が上手くいかなかったかと思いますが、約１００名の方
にご参加いただきました。お忙しい中ご参加いただい
たロータリアンの皆様、学友の皆様、ロータリー関係
者の皆様に感謝申し上げます。不慣れなオンライン開
催でトラブルがあったことをお許しいただければ幸いで
す。
　当日、ローターアクトからは地区代表の小早川さん、
青少年交換の修了生 (ROTEX) からは、小菅さん ( 習
志野中央 RC から米国ユタ州 )とエドソンさん ( メキシ
コから八千代 RC)、 ロータリー財団奨学生からは、關
さん（イギリスに留学）と古賀さん（イギリスに留学中 )、
米山記念奨学生からは、奨学生のイーコンさん、学友
のマルテさん、劉さんの８名のロータリー学友の皆さん
から各事業の経験や感想、将来の夢を語っていただき
ました。スピーチいただいた学友の皆様、本当にあり
がとうございました。
　最後に、千葉から育たれたロータリー学友の皆様の
ご活躍を願うとともに、ロータリーファミリーとしてクラ

ブとの繋がり、他の学友との繋がりを持ち続けていた
だければと思います。
　また、多くのクラブに各事業に積極的に関わってい
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ただくことにより、これからも多くの
ロータリー学友が千葉から育ってく
れることを期待しております。
 今後ともロータリー学友の事業、
活動にご支援賜りますようお願い申
し上げます。

「オリンピックボランティア活動体験」　
米山記念奨学生　ウオン・スーシエン（マレーシア）

（スポンサークラブ：千葉港ロータリークラブ）

　新型コロナウイルスへの不安が解消されない中、東
京 2020 オリンピックが 7 月 23 日から 8 月 8 日まで開催
された。東京都と大会組織委員会は合計で約 11 万人
のボランティアを募集しました。私もボランティアとして大
会に参加しました。
　2017 年に私の留学生活が始まりました。東京 2020
オリンピックボランティアの申し込みもその時始まりました。

「就労体験としてオリンピックのボランティアをさせてもら
えませんか、」と日本語学校の先生に掛け合いました。
また、自分でもボランティア活動が好き、世界中から来
る人 を々助けたいと思っています。次に、「非日常空間」
が体験できることです。学校に通ったり、アルバイトをし
たりしている中では味わえない経験ができることが、オ
リンピックの楽しさだと思います。そのため、日本にいる
私は人生で初めてオリンピックボランティアを申し込みま
した。

　正式な申し込みは
2018 年ぐらいに締め
切り、その後は数回
の面接があり、最後ま
で残りました。しかし、
元々 2020 年に行う東
京オリンピックは 2021
年に延期されました。
そのため様々な人数
制限や調整があり残
念ですが 1 週間限定
のボランティア活動を
経験しました。
　2021 年の中旬にボ
ランティアに支給され

たものを受け取りました。帽子、T シャツ 3 枚、ウインド
ブレーカー、ズボン 2 着、靴下 2 足、スニーカー、マ
スク2 枚、ショルダーバッグです（図 1）。
　私は Field Castという会場ボランティアを任されまし
た。会場は飛田給にある、蔵野の森総合スポーツプラ
ザ（東京都調布市）でした。ここではバドミントンと近
代五種が行われました。私はバドミントン経験があった
のでその事が考慮されこの会場に配属されました。しか
し残念ながらコロナ禍でボランティア日数が減少され近
代五種の試合だけ参加できました。
　2021 年 8 月に、やっと一週間のボランティア活動が
始まりました。私の役割は VIP 対応と通訳です。VIP
とは各国の選手関係者のことで、彼らは何らかの基準
でグループ分けされ、それに基づいた応援席が用意さ
れます。彼らを正しい席に誘導することが VIP 対応の
役割でした。また、自分の語学力で多くの国の選手や
関係者との交流ができます。そのため、日常生活で体
験できないことが体験できました。例えば、近代五種の
ある選手が次の競技会場が分からなかったら、私が通
訳をして選手を助けました。
　VIP 対応と通訳でしたが、実態は近代五種 の試合
観戦でした。2 日目は最終試合が行われていたので、
仕事を忘れて観戦に夢中になっていました。勝利して雄
叫びをあげる選手、負けて膝から崩れ落ちる選手。選
手たちのこれまでの努力の成果を生で見て自分の心が
揺さぶられました。さらに会場に漂う緊張感や関係者た
ちの熱気、周囲の応援席から聞こえてくる様々な国の
言語がオリンピックの雰囲気を感じさせてくれました。図
2と図 3 の写真は会場の写真です。
　振り返ってみて、ボランティアに参加したことは自分
にとって貴重な経験になったと思います。試合を生で

図 1. 東京 2020 オリンピックボ
ランティアのもの



「東日本大震災被災地訪問、義援金贈呈の取り組み」
富津シティロータリークラブ　会長　宮崎晴幸
　　　　　奉仕プロジェクト委員長　立石泰之
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いました。本来ならば全会員に参加を促して活動した
いのですが車内の密も防ぐため 6 名の会員が代表する
形で事業を行いました。
　訪問先は、石巻南浜津波復興祈念公園内の「みや
ぎ東日本大震災津波伝承館」と名取市震災メモリアル
公園内の慰霊碑・日和山（ひよりやま）・閖上湊（ゆり
あげみなと）神社です。「みやぎ東日本大震災津波伝
承館」は震災による津波被害を後世に伝えるとともに、
津波被害の軽減を図ることをテーマに、展示物・映像
により非常時に備える行動を学べます。震災の記憶と
教訓を永く後世に伝え継ぐ被災地訪問、義援金贈呈
活動は、「意義ある事業」です。私たちは今後も活動
を継続して行きます。

補足
　今年度の東日本大震災被災地訪問活動は、令和 4
年 2 月19 日（土）20 日（日）に行いました。
写真 1. 名取市震災メモリアル公園内の「閖上湊神社」　

「閖上湊神社」は、とても小さいのですが震災で社殿
を始めとして境内のすべてが大津波で流失してしまった
とのことです。
写真 2.3 石巻南浜津波復興祈念公園内の「みやぎ東
日本大震災津波伝承館」
写真 4. みやぎ子ども養育支援の会での義援金贈呈

　富津シティロー
タリークラブでは、
東日本大震災の翌
年 2012 年から大
震災で被災した子
供達の支援活動を
始めました。活動
内容は被災者施設

を年 1 回訪問して義援金を手渡す事と被災地を訪ねて
被災地の今の状態を直接的に見て現地の人 と々交流を
深める事です。支援先は被害が甚大だった宮城県石
巻市を選び石巻市のロータリークラブから「みやぎ子ど
も養育支援の会」を紹介して頂きました。ここは震災
で親御さんを亡くした子供達のために生活のサポート
をしている施設です。　
　この取り組みは当クラブの継続事業となり現在も続
けております。被災地訪問活動の中で、津波で児童
74 名、教職員 10 名が犠牲となりました大川小学校に
行き子供を亡くした遺族の方の話を聞く事もありまし

た。
　石巻市は、こ
の震災の教訓を
伝え続けるため
に学校を震災遺
構として残しまし
た。いのちにつ
いて考える場所
になったのです。
今年は、新型コ
ロナウイルス感
染者が増えてい
たので公共の交
通機関（電車等）
を使用せず車（車
内もマスク着用）
の移動だけで行

見られて興奮したし、選手たちの努力
が報われる瞬間を見ることができて嬉
しかったです。私は東京 2020 オリン
ピックボランテイア活動に参加することで

「出会いや新たな体験」たくさんのこ
とが得られ、私の人生を豊かにしてく
れました。

図 3. 会場内②図 2. 会場内①

写真 1　名取市震災メモリアル公園内
「閖上湊神社」

写真 2.3　石巻南浜津波復興祈念公園内
「みやぎ東日本大震災津波伝承館」

写真 4　みやぎ子ども養育支援の会・義援金贈呈



を痛感いたしました。
　そこでは食事の提供はもちろん、学習の支援、子
どもや親達との暖かいふれあい、そして、その中で
も特に大切なのは社会からの家庭孤立の問題です。
子ども食堂はまさに親や子ども達の救いの場になっ
ていた事です。この活動が無かったらと危機感を感
じざるおえません。携わっていらっしゃるボランティ
アの方々は一人ひとりに優しく声をかけています。
本当に頭が下がります。
　一般的に子どもと接する事の多い女性会員には深
く理解を得たのではないでしょうか！
　子ども食堂への奉仕活動に参加する事により多く
事に気付かせて頂きました。微力ながらお手伝いで
きた事は、多くの会員の皆様と共有する事により心
を動かされ良い経験になったことと思います。これ
からも出来る範囲ではございますが、協力していき
たいと思うところです。

　子ども食堂への理解と支援そして子ども食堂の存
在意義
　今年度女性交流会では奉仕活動の一貫として子ど
も食堂へのお米の寄付をいたしました。コロナ禍、
会員が集まる事が叶わず募金活動をする事は難しい
事でしたが、会員の皆様のご理解とご協力をもって
会員お揃いのバッチを購入、その中から 1 人 500 円
の寄付を頂き 5 万円が集まりました。それに加え地
区補助金を申請させて頂き 10 万円分のお米を千葉
県の子ども食堂２カ所に寄付する事ができました。
金額は少ないですが、100 名分の気持ちが集まった
事に深く感謝申し上げます。
　さて、子ども食堂の方々と接しながらお話をお聞
きしていくと、新たに子ども食堂への認識が変わっ
てきました。
　お食事の支援だけの様に思えていました子ども食
堂、そこには何とハード、ソフト面からたくさんの
支援をしている事が分かり子ども食堂への認識不足

女性交流会「子ども食堂・母子家庭支援」
女性交流会　会長　齋藤　由紀（柏南 RC）
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　2 月 2 日 ( 水 ) に、第 13 グループ内の 5 クラブを対
象とした「インターシティミーティング」として会員基盤
向上セミナーを開催しました。
　当初は 200 名以上収容できる松戸商工会議所での
開催を予定していましたが、年明けからの新型コロナ
ウイルス感染拡大の急増を受けて、急遽開催方法をリ
アルとリモート併用のハイブリッド形式に変更したため、
オペレーションに慣れている松戸 RC の例会場に変更
しました。
　会場での参加は、各クラブの会長、幹事、会長エレ
クト、次年度幹事、会報担当者に加えて、パストガバ
ナー、ガバナーエレクト、直前ガバナー補佐、次年度
ガバナー補佐、IM 実行委員長の 40 名に制限をさせ
ていただき、その他の会員はリモートで参加をしていた
だきました。
　IM リーダーをお願いした小倉ガバナーエレクト
から「2022-23 年度  第 2790 地区の方針」について
基調講演を賜りました。

　また、《元気で魅力あるクラブを目指そう》－会
員基盤向上と新たな奉仕活動に向けて－と題して、
各クラブの会長エレクトに発表をしていただきまし
た。
　各会長エレクトには事前に題目をお伝えし充分な準
備をして臨んでいただきました。
　近年の会員数の増減傾向や現在の会員数、年齢構
成の妥当性などクラブの現状を分析していただき、そ
こから垣間見ることのできる課題を探っていただきまし
た。そのうえでそれらの課題を克服して元気で魅力あ
るクラブにするためにはどのような工夫をすべきなのか
について言及していただきました。
　加えて、各クラブが現在取り組んでいる奉仕活動と
今後の新たな奉仕活動についてもお話をしていただき
ました。
　このミーティングにおいて、各クラブの状況をグ
ループ内の会員間で充分に共有することができたと
思います。

第１3 グループ　会員基盤向上セミナー報告
第 13 グループガバナー補佐　織田信幸

会場：三井ガーデンホテル千葉
日時：2022 年 2 月12 日　13 時点鐘
会 場参加者：梶原等ガバナー・宇佐見透地区研修リー

ダー・始平堂玄昌地区指導者育成会議委員・佐々
木高治地区幹事長・清田浩義第 3 グループ AG・
中島東一第 4 グループ AG・大野雅章第 3 グループ
AG 担当幹事・渡部勲第 4 グループ AG 担当幹事

発 表者：永野知英千葉幕張 RC 幹事・江上俊彦千葉
東 RC 会長・大塚裕正千葉南 RC 会長・上野聡市
原 RC 幹事

ズーム参加者：63 名
セ ミナー 構 成　1 部： 始 平 堂 講 師 による「DLP・

CLP」についての講演
2 部：千葉幕張 RC・千葉東 RC・千葉南 RC・市原
RCより奉仕プロジェクト事例・会員増強成功事例等

を発表
3 部：第 3 グループ藤澤武彦直前 AG・第 4 グループ
外立徹直前 AG に対する記念品贈呈及び第 3 グルー
プ星聡次期 AG・第 4 グループ鈴木美津江次期 AG
紹介挨拶

　ズーム参加者が想定より少なかったと思いますが、始
平堂講師による「DLP・CLP」の講演は非常に解りや
すく多くの会員に理解を頂いたと思いま
す。各クラブの事例紹介も他クラブの活
動状況を知る良い機会に成ったと思い
ます。今後は各クラブがセミナーのデー
タを活用しクラブの活性化に役立てて
欲しいと思います。

第３・４グループ　会員基盤向上セミナー報告
第 4 グループガバナー補佐　中島東一

https://youtu.be/oXwlJYhitwE
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第１3 グループ　会員基盤向上セミナー報告
第 13 グループガバナー補佐　織田信幸

第３・４グループ　会員基盤向上セミナー報告
第 4 グループガバナー補佐　中島東一

　2022 年 2 月17 日（木）、成田ビューホテルを会場とし
ZOOM併用によるハイブリット形式で会員基盤向上セミ
ナーを開催しました。会場には講演者の諸岡靖彦パスト
ガバナー（成田 R C）の他、青木貞雄パストガバナー（成
田コスモポリタン R C）、寒郡茂樹ガバナーノミニーデジ
グネート（富里 R C）及びグループ内の会長・幹事、会
長エレクト・次年度幹事、林康博次期ガバナー補佐な
ど約 30 名が集まり、ZOOM では約 30 名が参加しての
開催となりました。思いの外 ZOOM 参加が少なかった
ことは今後に課題を残したと思います。まん延防止等重
点措置適用の中、クラブの会員基盤について考え、ど
のようにしてクラブを盛り上げていくかに思いを合わせ、
クラブの求心力になってほしいとの思いから会長・幹事
の皆さんには会場に集まっていただいての開催となりまし
た。
　諸岡パストガバナーからは「クラブの会員基盤」をい
かに高めるかとのテーマで様 な々角度から会員基盤につ

いての理解を深め、ビジョンを掲げて会員を未来に導
くこと、変化を起こすことの大切さが示されました。又、
富里 R C の椎名康之会長からはクラブ活性化・会員増
強事例発表があり、自クラブの状況分析の上に戦略計
画を策定し、会員の参加意識を高めた結果、クラブが
活性化したことの報告があり、この後、グループ内クラ
ブの会長からクラブの会員基盤向上に向けた取り組み
の現状について報告が行われました。
　当日の様子はビデオ収録の上 YouTube でも見ること
ができるようにし、又 D V D に収めクラブに配布するほ
か、昨年 11 月に入会３年未満の会員と会長・幹事を対
象に実施したロータリー情報研究会の報告とともに会員
基盤向上セミナーの報告書をまとめ、グループ内会員に
配布する計画です。

第 10 グループ　会員基盤向上セミナー報告
第 10 グループガバナー補佐　堀口路加

開催日時　 3 月11 日 14 時点鐘
開催場所　ブルーベリーヒル勝浦
　第５、第 6、第 7グループ会員基盤向上セミナーを、
会場とオンライン配信によるハイブリット形式で合同開
催いたしました。会場には 100 名ほどの会員の皆様が
集まり、ZOOM でご覧になった方も100 名以上いらっ
しゃいました。
　午後２時、第 7グループ秋葉芳秀ガバナー補佐の開
会の辞、点鐘の後、東日本大震災犠牲者をしのび黙
禱をいたしました。
　ホストクラブ篠嵜忠昭鴨川 RC 会長の歓迎挨拶、第
6 グループガバナー補佐亀田美穂の主催者代表挨拶、
梶原等ガバナーご挨拶の後、昨年度ガバナー、勝浦
RC 所属漆原摂子様の「クラブ活性化のための CLP」
と題した特別講演がありました。アフターコロナの社会
で、それぞれのクラブ活性化の為にどのような取り組
みが必要なのかを会員の皆様に考えていただく貴重な
機会となりました。
　後半は会場の会員の方々を 12 グループに分け、会
員増強や今後の奉仕活動等を話し合うグループ交流

会を行いました。他グループのクラブ状況を確認する
良い機会となり、今後の連携や協力に繋がっていく事
が期待されます。30 分という短い時間ではありました
が、とても賑やかで活発な交流会でした。交流会の間、
ZOOM でご参加の方々には、特定のグループの交流の
様子を固定したカメラより観ていただきました。交流会
で頂いたご意見は後日報告書に掲載されます。
　セミナーの最後に、昨年度のガバナー補佐及びグ
ループ幹事の皆様へ記念品を贈呈し、第 5 グループ
窪田謙直前ガバナー補佐より謝辞を頂きました。さら
には次年度の各グループのガバナー補佐のご紹介をし
て閉会の辞・点鐘となりました。
　コロナ禍の為に懇親会は無く解散
となりましたが、充実した一日となり
ました。
セミナーの様子は YouTube 配信され
ております。

第５・6・7グループ　会員基盤向上セミナー報告
第 6 グループガバナー補佐　亀田美穂

https://youtu.be/j_ADsiLSMIM

https://youtu.be/tW-L8kIXny0
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ポリオプラス委員会便り
国際ロータリー第 2790 地区　ポリオプラス委員会

【オリコ】　
スタンダードカード　　　　　　　　　　　　 ゴールドカード

【ダイナース】
クラブコーポレートカード　　　　　　　　　 個人用

（クラブ、地区、委員会単位の経費決済専用）
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ポリオ根絶への道、それはまだ
遠く長い！
　2020 年 8 月アフリカ地域での

ポリオフリーが宣言され、常在国はパキスタン、ア
フガニスタンの僅か 2 カ国を残すのみとなりまし
た。
　パキスタンについては 2021 年 1 月に野生株感染
者が確認されてから 1 年以上報告が無く、いよいよ
リスト除外に向けカウントダウンに入ったかと思わ
れた矢先に、アフリカのマラウイで新たな野生株感
染者が出たというニュースが飛び込んできました。
　幸い、解析の結果新たな野生株ではなく、パキス
タンからのウイルス流入であることが判明したた
め、アフリカ地域のポリオフリーの取り消しには至
りませんでした。
　野生株ポリオを根絶させる唯一の手段は、ワクチ
ン接種率を 100％にすることです。
　野生株が存在し続ける限り、接種を怠ると今回の
ように根絶した地域に持ち込まれ、パンデミックを
引き起こす可能性があるのです。
　これを避けるためには、ウイルスに対する監視活
動、集団接種を強化しなければならず、莫大な費用
が必要です。
　しかしながら、残された常在国 2 カ国はどちらも

政治的、民族的な障壁が高く、接種率、サーベイラ
ンスを徹底的に行うことが極めて難しいため、ポリ
オのない世界を実現させるためにはなお険しい道の
りが続きます。
　私たちロータリアンは現状をしっかりと認識し、
実現へ向けた不断な活動を行う責務があります。
　そして、それを日々担ってくれる身近なものが

『ロータリーカード』です！
　オリコロータリーカードは、スマートフォンから
簡単に申し込むことができ、年会費も無料です！
　特長は、利用額の 0.3％がカード会社負担で自動
的にポリオ根絶活動資金に充当されることです。
ポリオの生ワクチン 1 本の値段は約 60 円です。
　ロータリーカードを使って 2 万円の買い物の決
済や各種料金の引き落としを行うとその 0.3％が 60
円なので、1 人の乳幼児をポリオ感染から守ったこ
とと同じ意味を持つことになります。

『根絶まであと少し！』
　あらためて皆様のポリオ根絶活動に対するご理
解、ご協力をお願い申し上げます。
※ ロータリーカードに関するお問い合わせは、ガバ

ナー事務所を通じてお願いいたします。



新ポール・ハリス・フェロー

新ロータリアン（敬称略）

勝 又 大 河
（成田空港南 RC）

小売業
1 月 20 日

隣垣内 政身
（浦安 RC）

電気工事
2 月 4 日

作 山 央
（千葉RC）

広告取扱
2 月 21 日

浜 田 智 一
（富津シティ RC）

総合解体業
3 月 2 日

瀬 川 巧 平
（千葉東 RC）

建設業
3 月 7 日

寄付者紹介（敬称略）

ロータリー財団寄付

米山功労者

榊 隆 夫
（柏西 RC）

12 回目

平 山 洋
（八日市場 RC）

10 回目

原 正 明
（松戸中央 RC）

8 回目

小 池 清 二
（市原 RC）

6 回目

岡 本 和 也
（市原 RC）

6 回目

岡 村 廣 志
（松戸中央 RC）

2 回目

宮 坂 大 雄
（市原 RC）

1 回目

大門 忠兵衛
（旭 RC）

1 回目

渡辺 千代子
（松戸中央 RC）

1 回目

浦 昭 二 郎
（松戸中央 RC）

1 回目

髙 木 直 樹
（松戸中央 RC）

1 回目

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

小 池 清 二
（市原 RC）

6 回目

岡 本 和 也
（市原 RC）

6 回目

原 正 明
（松戸中央 RC）

5 回目

平 野 正 憲
（八日市場 RC）

4 回目

伊 藤 嘉 一
（八街 RC）

3 回目

萬 来 謙 一
（八街 RC）

2 回目

星 マ リ コ
（市原 RC）

木 内 健 一
（旭 RC）

物故会員（啓称略）

鈴木　宏祐（市原中央 RC）
逝去日 :2022 年 1 月 31 日
　　　  （享年 84 歳）
ロータリー歴：1988-89 クラブ幹事
　　　　　　　1989-90 副会長理事
　　　　　　　1990-91 会長理事
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国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2022年 2月）
グ
ル
ー
プ

クラブ名 出席率
（％）

例
会
数

会員数 グ
ル
ー
プ

クラブ名 出席率
（％）

例
会
数

会員数
2021
7/1

女
性 当月 女

性 増減 2021
7/1

女
性 当月 女

性 増減

第
1
グ
ル
ー
プ

市 川 0.00 0 42 4 39 3 △ 3 第
8
グ
ル
ー
プ

銚 子 80.17 3 37 4 39 4 2
市 川 東 0.00 0 37 1 36 1 △ 1 旭 0.00 0 37 3 38 3 1
市 川 南 80.00 3 20 2 20 2 0 八 日 市 場 0.00 0 39 3 39 3 0
浦 安 72.20 3 40 2 37 2 △ 3 銚 子 東 68.44 4 30 3 30 3 0
市川シビック 0.00 0 30 0 30 0 0 平　均 37.15 1.75 35.75 3.25 36.50 3.25 3
浦 安 ベ イ 51.25 2 18 4 21 3 3 第

9
グ
ル
ー
プ

佐 原 100.00 1 42 0 43 0 1
平　均 33.91 1.33 31.17 2.17 30.50 1.83 △ 4 多 古 71.42 2 17 0 17 0 0

第
2
グ
ル
ー
プ

船 橋 0.00 0 29 0 29 0 0 小 見 川 88.83 2 27 0 27 0 0
船 橋 西 0.00 0 27 6 26 5 △ 1 佐 原 香 取 0.00 0 20 0 20 0 0
鎌 ケ 谷 0.00 0 26 1 26 1 0 平　均 65.06 1.25 26.50 0.00 26.75 0.00 1
船 橋 東 0.00 0 26 2 25 2 △ 1

第
10
グ
ル
ー
プ

成 田 100.00 3 60 6 64 7 4
船 橋 南 78.79 3 13 2 13 2 0 八 街 0.00 0 25 2 25 2 0
船 橋 み な と 74.66 3 16 2 16 2 0 印 西 63.00 2 10 1 9 1 △ 1

平　均 25.58 1.00 22.83 2.17 22.50 2.00 △ 2 白 井 0.00 0 12 1 11 1 △ 1

第
3
グ
ル
ー
プ

千 葉 70.19 3 105 5 111 6 6 富 里 0.00 0 33 1 36 1 3
新 千 葉 100.00 3 56 0 55 0 △ 1 成田コスモポリタン 0.00 0 70 0 70 0 0
千 葉 西 0.00 0 47 5 48 5 1 平　均 27.17 0.83 35.00 1.83 35.83 2.00 5
千 葉 中 央 0.00 0 25 1 25 1 0 第

11
グ
ル
ー
プ

柏 48.68 3 63 9 64 9 1
千 葉 幕 張 54.84 1 28 3 31 3 3 我 孫 子 0.00 0 31 3 32 3 1
千 葉 東 71.67 2 23 1 24 1 1 柏 西 0.00 0 57 3 54 4 △ 3
千 葉 若 潮 63.46 2 33 1 32 1 △ 1 柏 東 0.00 0 32 4 32 4 0

平　均 51.45 1.57 45.29 2.29 46.57 2.43 9 柏 南 66.34 3 38 9 38 9 0

第
4
グ
ル
ー
プ

千 葉 南 67.44 2 45 2 43 2 △ 2 平　均 23.00 1.20 44.20 5.60 44.00 5.80 △ 1
市 原 0.00 0 65 5 72 5 7

第
12
グ
ル
ー
プ

習 志 野 57.13 3 30 1 27 1 △ 3
千 葉 港 63.64 2 22 2 24 4 2 八 千 代 0.00 0 54 0 54 0 0
市 原 中 央 50.71 4 40 1 38 1 △ 2 佐 倉 77.33 4 35 3 43 3 8
千 葉 北 58.33 2 29 4 30 4 1 八 千 代 中 央 0.00 0 25 1 25 1 0
千 葉 緑 66.67 1 23 2 23 2 0 四 街 道 0.00 0 27 4 26 4 △ 1

平　均 51.13 1.83 37.33 2.67 38.33 3.00 6 習 志 野 中 央 0.00 0 42 5 43 5 1

第
5
グ
ル
ー
プ

木 更 津 0.00 0 28 4 28 4 0 佐 倉 中 央 0.00 0 22 6 22 6 0
上 総 55.77 4 14 0 14 0 0 平　均 19.21 1.00 33.57 2.86 34.29 2.86 5
富 津 中 央 0.00 0 31 3 33 4 2 第

13
グ
ル
ー
プ

松 戸 96.08 1 60 0 60 0 0
木 更 津 東 66.67 3 41 7 42 7 1 松 戸 東 100.00 1 45 0 43 0 △ 2
君 津 74.98 4 56 5 60 7 4 松 戸 北 70.37 2 32 0 33 0 1
袖 ケ 浦 0.00 0 25 3 23 3 △ 2 松 戸 中 央 77.78 2 30 6 33 6 3
富 津 シ テ ィ 88.00 2 12 1 12 1 0 松 戸 西 76.09 4 24 0 23 0 △ 1

平　均 40.77 1.86 29.57 3.29 30.29 3.71 5 平　均 84.06 2.00 38.20 1.20 38.40 1.20 1

第
6
グ
ル
ー
プ

館 山 74.21 3 48 4 48 4 0 第
14
グ
ル
ー
プ

野 田 0.00 0 56 6 56 4 0
鴨 川 73.68 4 30 5 30 5 0 流 山 0.00 0 16 3 18 3 2
勝 浦 91.14 3 36 4 35 4 △ 1 野 田 東 0.00 0 18 0 17 0 △ 1
千 倉 100.00 1 4 2 5 2 1 流 山 中 央 0.00 0 19 1 20 1 1
鋸 南 77.27 2 13 2 12 1 △ 1 野田セントラル 0.00 0 22 1 22 1 0
館 山 ベ イ 72.00 3 25 0 26 0 1 平　均 0.00 0.00 26.20 2.20 26.60 1.80 2

平　均 81.38 2.67 26.00 2.83 26.00 2.67 0

第
7
グ
ル
ー
プ

茂 原 0.00 0 53 3 54 4 1
東 金 0.00 0 18 3 23 3 5
大 原 100.00 3 11 2 10 1 △ 1
大 多 喜 78.56 2 8 1 7 1 △ 1
成 田 空 港 南 71.10 3 24 0 25 0 1
茂 原 中 央 79.16 1 24 3 27 3 3
大 網 0.00 0 30 2 30 2 0
東 金 ビ ュ － 0.00 0 10 1 10 1 0

平　均 41.10 1.13 22.25 1.88 23.25 1.88 8

クラブ数 82RC
2021 年 7 月 1 日 地区会員数 2,643 人
2022 年 2 月末日 地区会員数 2,681 人 
2021 年 7 月 1 日 地区女性会員数 202 人 
2022 年 2 月末日 地区女性会員数 204 人 

当月平均出席率 41.03%
増減 38
女性会員増減 2

　１月号より月信は紙媒体からデジタル媒体に移行しました。この取り
組みは「環境の保全」取り組みの一環として、紙資源の保全だけでなく、
運搬や廃棄にかかわる CＯ2 排出削減にも寄与します。小さな取り組
みですが私達の意識を変える一歩になると確信しています。
　尚、デジタル媒体での入手困難な会員向けに、当面、各クラブ向
けに５～10 部の印刷物も配布いたします。引き続き多くの会員に読ん
でいただける月信創りを目指す所存でございますので、皆様のご理解、
ご協力をお願い申し上げます。　　　　　　   ガバナー　梶原　等

ガバナー月信発行についてのお知らせ

⬇地区HP

　ロータリーレートのご確認につきま
しては、「地区HP」をご確認いただ
きますようお願い申し上げます。

ロータリーレートのご案内

https://www.rid2790.jp/2021/index.html

